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第 30 回設計工学・システム部門講演会（D&S2020）が同志社大学共催のもとオンラインにて開催され

ました。みなさまの多大なるサポートを得て、盛況のうちに終了しました。 

第 30 回設計工学・システム部門講演会 
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特別講演 1「テレワークと VR」廣瀬通孝先生の講演の様子 
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特別講演２「錦織の魅力－織物設計と高機」龍村周氏の講演の様子 

本部門講演会のセッション、イベントの開催報告です。 

[OS1] 製品設計開発のためのモデリング・方法論・マネジメントⅠ 

【座長: 高本 仁志(産業技術総合研究所)，副座長: 古賀 毅(山口大)】 

本セッションでは、１．複雑な構造をもつ製品の分解順序を相対的な位置関係に基づき生成する手法、

２．製品アーキテクチャとそのサプライチェーンを持続可能性を考慮して同時に設計するための数理モ

デリング手法、３．材質のみではなくその構造を設計変数とした製品梱包用緩衝材の設計事例、４．製

品の属性パラメータと機能パラメータとの関係に単調性が認められる場合の、製品ラインナップの最適

設計手法に関して、４件の発表があった。それぞれのテーマにおいて、今後解決すべき課題が明らかに

なり、今後の展開が期待される。また、本セッションではどの発表においても２５名ほどの参加があり、

本セッションのテーマに対する、参加者の関心の高さがうかがえた。 

[OS1] 製品設計開発のためのモデリング・方法論・マネジメントⅡ / [OS12] イノベーティブデザイ

ンⅠ

【座長: 森永 英二(大阪府立大)，副座長: 山田 香織(岩手大)】

本セッションでは４件の発表が行われた。１件目では、特許情報に含まれる抽象概念を自然言語処理に

よって抽出し、新規性の高い抽象概念の組合せを求めて、新しい設計概念を生成する手法が発表された。

２件目では、感覚的で定式化が難しい機能的設計意図が３次元形状に暗に含まれる、ブラジャーカップ

の設計を、機械学習によって支援する手法が発表された。３件目では、セットベース設計における意思

決定の支援を対象として、導出された範囲解が設計変更に伴って要求を満足しない場合に、修正すべき

設計変数の抽出とその適切な修正指針を提示する手法が発表された。４件目では、製品・サービスのイ

ノベーション設計において、設計者が顧客に共感することが重要であることに着目し、共感形成のモデ

ルが発表された。いずれも大変興味深い内容で、多数の質問があり、活発な議論が行われた。

[OS2] デジタルエンジニアリングⅠ 

【座長: 小野寺 誠(日立製作所)，竹澤 正仁(海上・港湾・航空技術研究所)】 

本セッションでは、CAD 技術に関連する発表が 3 件行われた。スプライン曲線に対して、フィッティ

ングする手法および新しい曲線理論に関する提案と、CAD の操作履歴を用いて作業手順を見える化す

る手法に関する研究発表が行われた。３件とも CAD 技術に関するご発表であったが、新しい理論や機

械学習技術との融合など、まだまだ発展性のある研究領域であることを再認識させられ、大変に有意義

であったと思われる。

[OS2] デジタルエンジニアリングⅡ /  [GS] 一般セッションⅠ 

【座長: 竹澤 正仁(海上・港湾・航空技術研究所)，副座長: 小野寺 誠(日立製作所)】 

本セッションでは、デジタルエンジニアリングに関連する３件の発表が行われた。それぞれの発表では、

類似部分形状検索技術を活用した支援 CAD システム、大型部品の治具取付作業の VR シミュレーショ



ン、ハプティックデバイスを用いた下顎枝矢状分割術における手術トレーニングシミュレータ、に関す

る手法が提案された。３件ともに、実問題・実用化に向けた興味深い研究であり、更なる発展が期待さ

れる内容であった。いずれの発表でも活発な質疑応答・議論が行われた。

[OS3] 設計と最適化Ⅰ 

【座長: 西脇 眞二(京都大)，副座長: 北山 哲士(金沢大)】 

本セッションでは、4 件の構造最適化に関する講演があった。1 件目はナノスケール熱伝導制御デバイ

スに関するトポロジー最適化、2 件目は、マクロ構造の剛性最大化を狙ったミクロ構造の形状最適化、

3 件目は、完全等方性の実現可能な複数材料に対するレベルセット法によるトポロジー最適化、4 件目

は、均質化法を用いた音響メタサーフェイスに関するトポロジー最適化の発表で、いずれも極めて新規

的な内容で、大変興味深いものであった。

[OS3] 設計と最適化 II 

【座長: 泉井 一浩(京都大），副座長: 西脇 眞二(京都大)】 

トポロジー最適化・形状最適化を利用しながら新しいアイデアに基づく設計法に関する４件の報告があ

った。具体的には、複合材料を曲面構造へ展開するための展開平面形状の設計法、吸音構造のマイクロ

構造の設計法、変位制御を考慮した構造最適化法、振動特性を考慮したルアー設計法に関する方法の報

告があり、これまで構築されてきた基本的な最適設計の方法を、より多様な対象に展開するための新し

い高度な取り組みが示された。

[OS3] 設計と最適化 III 

【座長: 寒野 善博(東京大)，副座長: 荒川 雅生(香川大)】 

本セッションでは、設計における最適化の利用に関して 4 件の講演発表があった。1 件目はレベルセッ

ト法においてアダプティブメッシュを利用する手法の提案であり、2 件目は構造物によって視野が遮ら

れる領域を考慮した設計法の提案であり、3 件目は型を用いた製造可能性から生じる幾何学的な条件を

考慮する手法に関する報告であり、4 件目はメタマテリアルにより音響異方性をもつ構造物を設計する

手法に関する研究である。いずれもが興味深い発表内容であり、発表に続いて活発な議論が行われた。 

[OS3-5] 設計と最適化Ⅴ 

【座長: 小木曽 望(大阪府立大)，副座長: 泉井 一浩(京都大)】 

「設計と最適化」に関する 5 番目のセッションで 4 件の発表が行われた。その内訳は、太陽発電配置設

計が 2 件、熱感電モータ設計、生産セル方式の人員配置設計が 1 件づつであり、いずれも「配置設計」

に関する内容であった。それぞれの問題に対して、現実の条件を踏まえた複雑な設計問題に対して、設

計変数の選択や定式化における工夫、アルゴリズムの選択やチューニングなど、最適設計法適用に関す

る課題を以下に解決するかが発表の中心であり、最適設計法の応用範囲の広がりと高度化を実感するこ

とができた。最適設計法の適用先のさらなるひろがりが期待できる内容であった。 

[OS4] 設計と AI・知識マネジメントⅢ 

【座長: 綿貫 啓一(埼玉大)，副座長: 村上 存(東京大)】 

本セッションでは、設計や知識マネジメントにおけるアイデア発想創出支援法、デザイン発想支援法、

発散思考誘導方法論について、(1)デザイン差分マップを用いた製品とサービスの組合せによる新規デ

ザイン発想創出に関する研究、(2)機能とユーザ体験の文表現を用いたデザイン発想支援の試みに関す

る研究、(3)人の発想の独自性を活かした概念辞書による発散思考誘導の方法論に関する研究成果が報

告され、製品開発の上流段階における新たな設計支援法に関する興味深い 3 件の研究発表に対して活発

な議論がなされた。 

[OS5] ライフサイクル設計とサービス工学 I 

【座長: 渡辺 健太郎(産総研），副座長: 木下 裕介(東京大)】 

本セッションでは合計５件の発表が行われた。電動自転車のビジネスモデル、地域交通のライフサイク

ルシミュレーション、食に関する教育のワークショップデザイン、組織文化の変容プロセス、シェアリ

ングエコノミーサービスの顧客モデリングという、分野、研究アプローチ共に様々な発表が行われ、参

加者にとってもライフサイクル設計・サービス工学研究の多様性の大きさを改めて感じる機会になった

のではないかと思う。今後のさらなる発展に期待したい。



[OS6] 創発デザインの理論と実践Ⅰ / [OS13] 設計理論・方法論，多空間デザインモデルⅠ 

【座長: 佐藤 浩一郎(千葉大学），副座長: 加藤 健郎(慶應義塾大学）】 

「創発デザインの理論と実践」と「設計理論・方法論、多空間デザインモデル」の合同セッションとし

て開催された。前者のセッションでは、創発現象を応用した形態形成や形態の評価方法に関する３件、

後者のセッションでは１件の計４件の講演がなされた。１件目にセルラ・オートマタと L-system を複

合させた新しい形態創発システムにおけるアルゴリズム改良、２件目と３件目に Generative Design の

研究に関連した多様解導出方法に関する話題をご提供いただいた。４件目では、デザイン理論である多

空間デザインモデルと AI を組み合わせた発想支援ツールに関する成果を発表いただいた。質疑におい

ては、デザイン実務に視座を置いた創発デザインの在り方やデザイン方法論としての今後の展開に関す

る議論や、デザイン理論を用いた新しい発想支援に関する議論がなされた。今後の両研究領域の発展を

期待する。 

[OS7] 感性と設計 II 

【座長: 井上 全人(明治大)，副座長: 柳澤 秀吉(東京大)】 

「感性と設計 II」のセッションでは、3 件の講演発表があった。講演は、人の類の認識と知覚への影響

を数理モデル化した研究、操作応答の予測と実際との差を脳の処理情報量をもとに数理的にモデル化し

た研究、目的を探索する心理状態を説明するモデルの提案という内容であり、主として、人の認知や知

覚を数理的にモデル化し、様々な事例で実験することでモデルの検証を行った非常に興味深いものであ

った。いずれも、得られた知見を今後の製品・サービス設計へどのように展開されるかが楽しみな研究

発表であった。 

[OS8] Emotion と Design I  /  [OS16] 楽しむ工学 I 

【座長: 楓 和憲(埼玉大），村松 慶一(早稲田大），副座長: 福田 収一(慶應義塾大)】 

この十年で世界は急激に変化し、ますます将来を予測することが難しくなっている。そのため、予測で

きない中でどのようにして目標を設定するかという戦略が重要となる。本講演は、機械が人間の機能を

拡張することで、刻々と変化する状況に対応する必要性を指摘している。非ユークリッド空間の考え方

や AI 技術を用いて Human Augmentation を実現する方法について議論が行われた。 

[OS9] ヒューマンインタフェー ス・ユーザビリティ I 

【座長: 渡辺 富夫(岡山県立大)，副座長: 村上 存(東京大)】 

本セッションでは、最初の 2 件がコミュニケーションロボット Sota を活用して、人との自然なコミュ

ニケーションを目指す研究で、1 件目では新しい生活様式支援のためのプロとタイプを開発し、日常生

活の中で応用してその有効性を確認している。続いて 2 件目はユーザの使用言語を自動推定する多言語

コミュニケーションロボットの研究開発で、会話の応答からユーザの使用言語を推定し、ロボット側か

らユーザの使用言語で話しかける行為の有効性を示唆するものであった。最後の 3 件目は、注意喚起作

用の高い表示の提案を目的に、視覚探索課題における運動錯視の注意誘導測定効果測定および注意回数

分析を行い、錯視画像刺激による注意誘導効果を示した基礎研究であった。基礎研究から実用研究まで

3 件の発表があり、いずれも研究展開が楽しみな興味深い研究発表であった。

[OS9] ヒューマンインタフェース・ユーザビリティⅡ 

【座長: 小木 哲朗(慶應義塾大），副座長: 瀬島 吉裕(関西大)】 

本セッションではフィッツの法則に関する基礎的な研究から、ゲームの動機付けの制御という現代的な

テーマ、また自動運転車のドライバの状態推定、静脈性浮腫に対する交流磁場曝露の効果等の専門的な

分野の研究まで、バラエティに富んだセッションであった。ヒューマンインタフェース／ユーザビリテ

ィの研究では、被験者を使用した評価実験が重要であるが、各研究ではコロナ禍の中、苦労しながら評

価実験等を行っていたと思われる。またオンライン開催という初めての経験であったが、チャット機能

の利用等を含めて、対面発表と変わらない活発な議論が行われた。

本セッションでは、4 件の講演が行われた。具体的には、「ゲームの認知負荷を制御することで、ユーザ

が心地よいままゲーム終了へ導くデザイン方法論」の提案や、「交流磁気治療による浮腫改善を皮膚血

流や皮膚温、体積のアプロ―チで評価」する解析手法の提案、「ドライバーの背面と座面の圧力分布を教

師データとし、畳み込みニューラルネットワークによりドライバーの状態推定」を行う手法の開発や、



「信号ノイズを付加した反復タッピング運動をシミュレーションにより求め、運動制御には粘性パラメ

ータがポイントとなる」など、各種実験条件下の人間の生体・行動特性に基づく推定など、いずれも研

究展開が楽しみな興味深い研究発表であった。 

[OS10] 設計教育 I 

【座長: 井上 全人(明治大)，副座長: 福田 収一(慶應義塾大)】 

「設計教育 I」のセッションでは、3 件の講演発表があった。これからの社会が、モノ中心の物的満足の

社会から人間中心の心理的満足感を追求する社会に変化するという趣旨のご発表、今までの設計工学で

はビジネス（儲ける＝皆が満足する）という観点での議論が不足していたという問題提起のご発表、そ

して最後に、人間が生まれ持った心の使い方の指向（外向/内向）がある中で、その指向の違いに応じて、

生産性やイノベーションが高くなるチームワークのあり方について考察されたご発表があった。日本人

と欧米人の指向の違いについても議論がなされ、今後のグローバル展開が楽しみな興味深い研究発表で

あった。 

[OS15] 多目的設計最適化・設計探査と実問題への適用Ⅰ 

【座長: 大山 聖(ＪＡＸＡ），副座長：北山 哲士(金沢大）】 

本セッションでは 

- 製品アーキテクチャのための解空間の構造分析に関する研究

- 解空間の構造分析によるグローバルプロダクトファミリーの最適設計支援に関する研究

- 随伴変数法に基づく産業用電気機器の材料定数同定法の提案

- 電動機固定鉄心の動的問題におけるサロゲート最適化を用いた実験同定

の４件の発表があった。前半２件は解空間の構造解析に関連した発表であり、後半２件は産業用電気機

器に関連した材料定数同定に関する研究であった。

受賞者の集合写真 

以下は受賞者の挨拶文です。 

部門関係表彰 

本部門では設計工学、システム工学など分野の発展を奨励するために、部門賞（功績賞と業績賞）と部

門表彰（フロンティア業績表彰、奨励業績表彰と部門貢献表彰）を設置しています。D&S 2020 の会期

中に表彰式が挙行されました。部門関係受賞者ページに 2020 年度の表彰者のリストを掲載しまし

た． 

https://www.jsme.or.jp/dsd/jp/awards/index.html


[部門賞 功績賞] 大久保 雅史(同志社大学) 

このたびは、日本機械学会設計工学・システム部門 部門賞（功績賞）を頂き大変恐縮しております。

設計工学・システム部門との関わりは、第 2 回部門講演会（会場：工学院大学）の講演論文集が手元に

あり、この時からではないかと思います。当時は、まさか部門長や部門講演会の大会長などをお受けす

ることになるとは夢にも思いませんでした。偏に、指導いただいてきた諸先輩方や背中を押していただ

いた皆様のおかげだと思っております。これからも微力ながら、設計工学・システム部門の繁栄に尽力

させていただこうと身を引き締める気持ちでおります。本当にありがとうございました。 

[部門賞 功績賞] 伊藤 照明(岡山県立大学) 

この度、名誉ある「部門功績賞」を賜り、恐縮しております。今回の受賞は、これまでの私の部門活動

にご理解とご協力をいただきました関係者の皆さまの御蔭であり、心より感謝申し上げます。思い返し

ますと、2014 年に部門講演会の実行委員長を仰せつかった際には、不安を感じながらも、実行委員の

皆様のご協力と多くの方のご支援によりなんとか大役を果たすことができました。また、本部門のグロ

ーバル化促進に向けた部門主催の国際会議として、マレーシアの研究者との連携による国際会議

iDECON を新設致しました。関係者の皆様のご協力で徐々に参加者を増やし、2021 年には第４回目の

開催を予定しております。さらに、本部門においても重要な分野である IoT に関しては、日本とドイツ

の研究者が一同に会し、異なる視点からの議論を通じて、デジタルトランスフォーメーションへの変革

に関する将来を展望することを目的とした日独シンポジウム JGIoT-DSA を立ち上げました。第３回目

となる 2020 年はオンライン開催となりましたが、オンラインの利点により、予想以上の参加者を得る

ことができました。こうした活動を通じて今後も部門貢献に微力を尽くして参りたいと思います。この

度は誠にありがとうございました。 

[部門賞 業績賞] 竹澤 晃弘(早稲田大学) 

この度は名誉ある賞を受賞することができ、大変光栄に思っております。共同研究等でお世話になって

おります先生方・企業の皆様に支えられて何とか研究を続けてくることができました。ご支援頂きまし

た皆様に改めて深く感謝申し上げます。また、D&S 講演会には学生の頃より参加させて頂いており、継

続参加が研究のモチベーションの一つになっておりました。部門への恩返しの意味も込め、今後ますま

す部門の発展に貢献できればと考えております。引き続きどうぞよろしくお願い申し上げます。 

[フロンティア業績表彰] 加藤 健郎(慶應義塾大学) 

この度は、フロンティア業績表彰という大変栄誉ある賞を頂戴し誠にありがとうございます。大変光栄

に思います。設計工学・システム部門に初めて参加させていただいたのは、2005 年に北海道大学で行

われた第 15 回設計工学・システム部門講演会でした。同講演会に一緒に参加されていたのは故・氏家

良樹先生でした。この度表彰いただいた研究の一部は、同先生の曲線に関する感性設計の研究を応用し

たものであり、この場を借りて氏家先生に感謝の意を表したいと思います。 

[奨励業績表彰] 大竹 豊(東京大学) 

名誉な賞をいただき、たいへん光栄に存じます。誠にありがとうございます。この度、奨励業績表彰の

対象としていただいた研究は、三次元形状スキャン技術の設計・製造への応用となり、同所属の鈴木宏

正教授とここ十年程度継続して取り組んでいる内容です。特に近年は産業用 X 線 CT スキャナの普及に

伴い、実製品をまるごとフルスキャンしデジタル化するような時代となってきており、そのデータの製

品設計への高度な活用が期待されております。今後も形状スキャン技術とそのデータ活用を軸にして、

設計工学の分野に貢献させていただく所存です。 

[部門貢献表彰] 大山 聖(宇宙航空研究開発機構) 

このたびは名誉ある賞をいただき、身に余る光栄です。２０１９年に実行委員長として開催した部門講

演会では部門運営委員会の皆様、講演会実行委員の皆様、会場となった東北大学流体科学研究所のスタ

ッフの皆様、ご講演いただいた皆様、講演会に足を運んでいただいた聴衆の皆様のおかげで、成功裏に

終えることができました。とても感謝しております。今後も、設計工学・システム部門や日本機械学会、

ひいては、社会のために貢献する活動を精力的に行っていきたいと思いますのでどうぞよろしくお願い

します。 



[優秀講演表彰] 三竹 祐矢(東京都立大学) 

この度、設計工学・システム部門講演会において優秀講演論文表彰を頂き、大変光栄に存じます。そし

て、本研究に関して厳しくも温かいご指導と多大なご貢献を頂いた下村芳樹先生をはじめ、様々な形で

ご助力頂いた皆様に感謝申し上げます。本研究は、製品とサービスの統合による価値提供手段である「製

品サービスシステム（Product-Service Systems: PSS）」の社会実装に向けた一理論を提案したもので

す。PSS は、産業界における持続可能社会に向けた一つのアプローチとして更なる発展が望まれており、

それに関連する本取り組みを、今回このような形でご評価頂けたことは、大変光栄であると共に、身が

引き締まる思いです。今後も、自身の研究活動を通して PSS、サービス設計研究、および本部門の発展

に少しでも寄与できるよう精進していく所存です。引き続きご指導、ご鞭撻のほど、どうぞ宜しくお願

い申し上げます。 

[優秀講演フェロー賞(D&S2019)] 西川 友弘(埼玉大) 

この度は、設計工学・システム部門 において、優秀講演フェロー（D&S2019）を頂きましたことを大

変光栄に存じます。本研究は人と機械を繋ぐことを背景として発想をし、進めてきた研究の一部でござ

います。2020 年度は感染症の拡大で様々な業界がダメージを受け、人々の生活様式が大きく変わりま

した。私はまるで 10 年、20 年と時代が加速したように感じています。そんな時代だからこそ、人と機

械を繋ぐことの必要性がより一層問われ、我々の研究も更なる加速が求められています。本賞を頂いた

事を誇りに思いつつ、再度気を引き締めて日々の研究に励んでいきたいと思います。末筆になりました

が、研究を遂行するにあたり日々ご指導頂きました、綿貫先生、楓先生、村松先生に感謝申し上げます。 

[優秀講演フェロー賞(D&S2019)] 高橋 希宙(埼玉大) 

この度は優秀講演フェローをいただき、大変光栄に存じます。今回、咀嚼と満腹感の研究に関して表彰

頂いたわけですが、このような機械とはかなり離れた分野の研究をするに至った背景には、人により身

近な所で役に立つ研究をしたいという想いがありました。この想いは現在の仕事にも引き継がれており、

学士・修士課程を通して学んだ知識は社会で役に立つ技術に応用されています。そんな貴重な学びを得

た埼玉大学の研究室にて、厳しくも温かく御指導頂いた、綿貫啓一先生、楓和憲先生、村松慶一先生に

は感謝の意を表します。 

日本機械学会２０２０年度年次大会において、設計工学・システム部門が幹事部門のセッションが開催

されました。 

[S121] ヒューマンインタフェース 

【オーガナイザー: 渡辺 富夫(岡山県立大)】 

本セッションでは、「電子ニオイ測定装置における応答ドリフトの最適制御」での時定数の大きい化学

センサを線形一次の実時間参照方式によって最適制御する基礎研究から、「動的時間伸縮法を用いた音

色可視化・生成による音楽作成者支 援技術」での倍音成分の類似度から楽器や音色の特徴表現手法の

提案、「眼球に自己影を重畳合成したインタフェース設計」での眼球に反射される自己影をあえて提示

する自己参照効果の促進など、基礎研究から応用研究まで 3 件の発表があり、いずれも研究展開が楽し

みな興味深い研究発表であった。

日本機械学会 2020 年度年次大会 設計工学・システム部門関連 OS 開催報告 



 

 

 

 

● A-TS 12-04 関西設計工学研究会 

報告書：https://www.jsme.or.jp/dsd/Newsletter/no56/A-TS12-04.pdf 

● A-TS 12-12 デザイン科学研究会 

報告書：https://www.jsme.or.jp/dsd/Newsletter/no56/A-TS12-12.pdf 

● A-TS 12-15 様々な角度からデザインを考える研究会 

報告書：https://www.jsme.or.jp/dsd/Newsletter/no56/A-TS12-05.pdf 

 

 

 

 

● No. 20-91 講習会「VE/VR を用いた設計・開発・ものづくりの新しい検討手法の紹介」 

日時：2021 年 1 月 19 日（火） 

開催形態：オンライン開催 

 

● No.20-39 講習会「1DCAE スクール：第４回（2020 年度）：製品をデザインする」 

日時：2021 年 1 月 21 日（木）、22 日（金） 

開催形態：オンライン開催 

 

● No.21-4  第 31 回設計工学･システム部門講演会(D＆S2021)  

日時：2021 年 9 月 15 日（水）～17 日（金） 

会場：日立製作所 協創の森 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

設計工学・システム部門の情報は、Facebook/Twitter にて、随時公開しています。ご覧下さい。 

＜Facebook：https://ja-jp.facebook.com/jsme.dsd/＞ 

＜Twitter：https://twitter.com/jsme_dsd＞ 

 

【D&S Newsletter 編集担当】 

加藤 健郎（慶應義塾大学）、上田 一貴（東京大学）、大山 聖（JAXA）、部門広報委員会 

 

【本リーフレットに関するご質問・問い合わせ先】 

〒160-0016 東京都新宿区信濃町 35 番地信濃町煉瓦館 5 階 

一般社団法人日本機械学会 設計工学･システム部門 

(担当職員：秋山 宗一郎 TEL:03-5360-3506, akiyama@jsme.or.jp) 

 

研究会・分科会 活動報告 

部門関連イベント 開催案内 

https://www.jsme.or.jp/dsd/Newsletter/no56/A-TS12-04.pdf
https://www.jsme.or.jp/dsd/Newsletter/no56/A-TS12-12.pdf
https://www.jsme.or.jp/dsd/Newsletter/no56/A-TS12-05.pdf
https://ja-jp.facebook.com/jsme.dsd/
https://twitter.com/jsme_dsd
mailto:akiyama@jsme.or.jp

